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令和3年12月7日（火）石川県商工会議所女

性会連合会第21回会員大会が七尾市和倉温泉

「加賀屋」に於いて開催されました。

県内7女性会より147名（当女性会より15

名）が参加しました。交流会会場の入り口に

は、七尾女性会の会員所有の花嫁のれんが沢

山掛けられ華を添えていました。

昔の踊りの稽古は体罰のようなもので、父

親から物や扇子が投げつけられました。足の

開きが悪いと棒が入れられ、痛さから覚えて

いきました。女踊りの時は振り袖を着せられ

て、嫌で逃げ出したこともありました。小学

生の頃、夜に突然起こされ稽古です。嫌がる

と外へ出されました。全て父親の時間に合わ

せて稽古が付けられました。今思えば、あり

がたいと思えると氏は振り返っていました。

その頃に舞踊の土台を作ってもらったと、

最も吸収力のある時に基礎が作られました。

頭から理屈を覚えるのではなく、体が覚えて

いることが必要でした。しっかり胸を張り、

軸のぶれない姿勢が大事です。

舞踊には「教える踊り」と「見せる踊り」

があります。「教える踊り」とは、芸の伝承

です。決められたものをそのまま決められた

ように伝える、型をしっかりと守ることが大

事です。

「見せる踊り」とは、伝承された型を発展

させることです。伝承の型を我が物とし、自

らが躍る時に時代に合わせ改良工夫してゆく

ことが求められます。守破離の考え方です。

「踊り」、「舞」、「しぐさ」の3つの要素

を持つ日本舞踊をより魅力的に見せてくれる

のは、着物を着た所作の美しさにあります。

日本美です。

式典終了後、正派若柳流若柳会会長、若柳

宗樹氏により『私の人生 日本舞踊一筋』と

題し記念講演会が開催されました。

正派若柳流若柳会は、日本舞踊界では珍し

く、家元が存在しません。理事制によって運

営されています。会員全員が参加出来る「総

会」によって広く意見を汲み取れるような組

織となっています。家元ではなく、会長なの

です。３年に一度の選挙やルールの整備が行

われています。

明治期、日本舞踊の流派は150程ありました。

その中の五大流派は、「花柳・藤間・若柳・

西川・板東」です。若柳流には、宗家と正派

があります。

氏の踊りの出発点は、この和倉にあります。

父親の初代吉優が戦後すぐに和倉の「七尾ま

だら」の振り付けをしました。氏は2歳の時か

ら、稽古に東京から、和倉に訪れていました。



ペットボトル飲料のキャップ収集を行ってい

ます。産業会館ロビー、商工会議所入り口の横

に収集箱を設置しています。いつでもお持ちく

ださい。

汚れのあるもの、ペットボトル飲料以外の

キャップ、アルミなどの金属キャップは、混入

しないように願います。

ペットボトル飲料のキャップ以外はごめんなさいエコキャップ集めてます

混入している

ものは、受取

り出来ません。

よろしくお願

いします。

エコキャップ運動近況報告 いつもご協力ありがとうございます。
第２０回引渡し結果（令和４年３月22日） ＜累計＞2012年～2022年

収集キャップ個数 25,800個 791,742個
収集キャップ重量 60㎏ 1,840㎏
ポリオワクチン相当数 30人分 920人分

ご一緒に、交流活動をしませんか。

女性会に未だ加入されていない知人ご友人いらっしゃいました
ら、ぜひご紹介ください。

加入資格：白山商工会議所女性会員又は、

会員企業の家族・従業員で、満18歳以上の女性の方

年 会 費：3,000円

新規会員募集中

腰のひねり、すり足、手踊りまで、無駄な

動きは一切ありません。芸の素晴らしさは長

年の鍛錬の賜物であり、人間性の構築にも大

きな鍛錬の場となっていることを氏の所作に

感じることが出来ました。

伝統を大切に守りながら、創意工夫努力を

忘れず、前進することが求められている厳し

い世界なのだと思いました。

講演終了後、和倉温泉駅発穴水駅着の「能

登里山里海号」に乗車しました。観光列車と

いうことで、途中、沿線のビュースポットで

は一時停車され、車窓からの眺めを楽しみま

した。能登中島駅では、鉄道郵便車を見学し

ました。

鉄道郵便車「オユ10」の車内ポストへハガ

キを投函すると、特別消印で配達されます。

1時間弱のローカル線の旅は、すべてがゆっ

くりと過ぎてゆく不思議な旅でした。

令和４年度の事業予定
４月２２日（金） 通常総会
５～７月 フードドライブ
７月 県連会員大会（金沢）
８月 草刈り
１０月６～８日 全国大会（福島県）

その他、視察研修・新年会など
ぜひ、ご参加下さい。

舞を披露する若柳氏

花嫁のれんの前で記念撮影


